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行
政
全
般
に
つ
い
て

お
気
軽
に
相
談
を

〜
ご
存
じ
で
す
か
「
行
政
相
談
週

間
」
10
月
17
日
B
〜
23
日
A

「
行
政
週
間
」
は
行
政
相
談
制

度
に
つ
い
て
周
知
し
、
広
く
み
な

さ
ん
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
行
政
特
設
相
談

行
政
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
を
三
鷹
市
行
政
相
談
委
員
が

受
け
付
け
ま
す
。

▽
10
月
18
日
c

午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）、
市
役

所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
。

年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
郵

便
、旅
客
運
輸
関
係
な
ど
の
相
談
。

※
市
で
は
、
毎
月
第
１
金
曜
日

に
市
役
所
２
階
相
談
・
情
報
セ
ン

タ
ー
で
「
行
政
苦
情
相
談
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

e

同
セ
ン
タ
ー
1
内
線
２
１

３
１

◆
一
日
合
同
行
政
相
談
所

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所

の
主
催
で
、
各
行
政
機
関
や
行
政

相
談
委
員
が
一
堂
に
会
し
、
国
の

仕
事
な
ど
に
関
す
る
苦
情
・
要
望

な
ど
に
応
じ
ま
す
。一
日
所
長
は
、

タ
レ
ン
ト
の
小
田
茜
さ
ん
で
す
。

▽
10
月
18
日
c

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
八
重
洲
地

下
街
「
メ
イ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

で
。
年
金
、
保
険
、
国
税
、
登
記
、

道
路
、
郵
便
、
旅
客
運
輸
関
係
な

ど
の
相
談
。

e

同
事
務
所
行
政
相
談
課
1

03
―
５
３
３
１
―
１
７
５
２

◆
そ
の
ほ
か
の
行
政
相
談

次
の
と
こ
ろ
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◇
「
行
政
苦
情
110
番
」
東
京
行

政
評
価
事
務
所
1
０
５
７
０
―

０
９
０
１
１
０
　
5
03
―
５
３

３
１
―
１
７
６
１

◇
東
京
総
合
行
政
相
談
所
　
西
武

百
貨
店
池
袋
店
７
階
（
休
業
日
を

除
く
毎
日
受
付
）
1
03
―
３
９

８
７
―
０
２
２
９

※
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
HP

事
務
処
理
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

今
ま
で
の
戸
籍
は
、
和
紙
の
専

用
紙
に
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

記
載
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

手
作
業
を
中
心
と
し
た
事
務
の
た

め
、
そ
の
処
理
に
１
週
間
か
ら
10

日
ほ
ど
か
か
り
、
ま
た
、
証
明
も

そ
の
都
度
手
作
業
で
原
本
を
コ
ピ

ー
し
て
発
行
し
て
い
る
た
め
、
大

変
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
化
に
よ
り
、
よ
り
早
く
正

確
に
戸
籍
を
作
成
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
届
け
出
か
ら
証
明
書
発
行

ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。戸

籍
謄
本
・
抄
本
の
名
称
や

書
式
が
変
わ
り
ま
す

戸
籍
事
項
の
す
べ
て
を
証
明
す

る
戸
籍
の「
謄
本
」は「
全
部
事
項

証
明
」
に
、
戸
籍
事
項
の
各
個
人

を
証
明
す
る
戸
籍
の
「
抄
本
」
は

「
個
人
事
項
証
明
」
に
名
称
が
変

わ
り
ま
す
が
、
証
明
書
の
発
行
手

数
料
は
１
通
450
円
で
現
在
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
書
式
が
縦

書
き
か
ら
横
書
き
と
な
り
、
簡
易

に
項
目
化
さ
れ
て
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
戸
籍
は

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」と
し
て

保
管
し
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
戸
籍
原
本

は
、「
平
成
改
製
原
戸
籍
」と
し
て

100
年
間
保
管
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
化
後
の
新
し
い
戸
籍
に

は
、
結
婚
や
死
亡
な
ど
で
除
籍
さ

れ
た
方
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
離
婚
や
離
縁
な
ど
の
事
項
が

記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
記
載
の
あ
る
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
、「
平
成
改

製
原
戸
籍
」を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

証
明
書
発
行
手
数
料
は
１
通
750

円
で
す
。

http://www.soum
u.go.jp/

で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
手
続
き
の

街
頭
無
料
相
談

東
京
都
行
政
書
士
会
武
鷹
支
部

主
催
。
諸
官
公
署
に
対
す
る
許
認

可
手
続
き
（
建
設
、
会
社
設
立
、

遺
言
、
そ
の
他
諸
官
公
署
へ
の
法

務
手
続
き
事
務
な
ど
）
の
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▽
10
月
28
日
f

午
後
１
時
〜
４

時
、市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
支
部
1
22
―
６
０
８
３

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
費
用
を
助
成

市
で
は
、
災
害
時
に
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
既
存
の

木
造
住
宅
の
安
全
性
を
高
め
る
目

的
で
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
行

う
市
民
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

◆
対
象

市
内
に
あ
る
木
造
（
在

来
軸
組
工
法
に
限
る
）
の
住
宅

（
現
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
）
で
、

新
耐
震
設
計
基
準
（
昭
和
56
年
６

月
１
日
施
行
）
前
に
建
築
し
、
所

有
者
が
個
人
の
も
の
。

◆
診
断
方
法

三
鷹
市
木
造
住
宅

構
造
調
査
会
に
よ
る
耐
震
診
断

（
目
視
診
断
）

◆
助
成
金
額

調
査
費
３
万
６
千

円
の
う
ち
２
万
４
千
円
を
助
成

【
耐
震
改
修
】

◆
対
象

三
鷹
市
木
造
住
宅
耐
震

診
断
助
成
制
度
に
基
づ
き
耐
震
診

断
を
受
け
、「
危
険
」
ま
た
は

「
や
や
危
険
」
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
。
市
内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は

主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
建
築
関

連
事
業
者
に
改
修
工
事
を
発
注
し

た
場
合
の
み
に
助
成
（
工
事
契
約

前
に
申
請
が
必
要
で
す
）。

◆
助
成
金
額

障
が
い
者
世
帯
お

よ
び
高
齢
者
世
帯
は
耐
震
改
修
費

用
の
２
分
の
１
。
そ
の
他
の
世
帯

は
耐
震
改
修
費
用
の
３
分
の
１
。

い
ず
れ
も
上
限
は
40
万
円
。

◆
紛
ら
わ
し
い
業
者
に
ご
注
意

を
！

市
で
は
、
こ
の
事
業
に
つ

い
て
電
話
や
戸
別
訪
問
で
の
Ｐ
Ｒ

や
、
特
定
の
業
者
へ
の
委
託
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
紛
ら
わ
し
い
業

者
に
ご
注
意
を
！

e

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
1
内

線
２
８
６
７

家
屋
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

平
成
18

年
度
固
定

資
産
税
・

都
市
計
画

税
の
課
税

の
た
め
、

家
屋
の
現

況
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
１
月

２
日
以
降
に
新
築
や
増
改
築
さ
れ

た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

連
絡
の
う
え
、
市
職
員
（
固
定
資

産
評
価
補
助
員
）
が
訪
問
し
、
室

内
の
間
取
り
の
確
認
な
ど
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
あ

る
と
き
は
、
法
務
局
（
登
記
所
）

へ
の
届
け
出
と
と
も
に
、
資
産
税

課
家
屋
係
1
内
線
２
３
６
５
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
道
の
非
課
税
扱
い
の

申
告
を

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
で
次

の
条
件
を
満
た
す
私
道
は
、
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
が
非
課
税
扱
い
と
な

り
ま
す
。

①
幅
員
が
1.8

以
上
で
あ
る
こ

と
。

②
使
用
上
の
制
約
を
設
け
ず
、
不

特
定
多
数
の
方
が
利
用
し
て
い
る

こ
と
。

③
起
点
・
終
点
が
公
道
に
接
続
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
も
の
（
行
き
止
ま
り
の
私
道

で
も
２
戸
以
上
の
家
屋
が
立
ち
並

ん
で
い
て
、
不
特
定
多
数
の
方
の

通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
す
）。

④
原
則
と
し
て
私
道
部
分
が
分
筆

メ
ー

ト
ル

さ
れ
て
い
る
も
の
。
た
だ
し
、
分

筆
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
求
積
図
（
資
格
を
有
す
る
者

に
よ
っ
て
測
量
さ
れ
た
も
の
。
地

積
が
狭
小
で
測
量
が
容
易
で
あ
る

土
地
は
、
無
資
格
に
よ
る
測
量
で

も
可
）
な
ど
に
よ
っ
て
私
道
部
分

が
特
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。

▼
平
成
18
年
度
以
降
非
課
税
扱
い

を
受
け
た
い
場
合
は
、
平
成
18
年

１
月
31
日
c

ま
で
に
資
産
税
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

非
課
税
扱
い
を
受
け
て
い
る
私
道

に
つ
い
て
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

e

資
産
税
課
1
内
線
２
３
６
６

今
月
は
市
民
税
・
都
民
税

第
3
期
の
納
期

（
10
月
31
日

）で
す

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
市
税
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
延
滞
金
（
14
・

６
％
〈
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら

１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は
年
4.1
％
〉）
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
災
害
な
ど

特
別
な
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
放
置
せ
ず
納
税
課
1

内
線
２
４
２
１
（
市
役
所
２
階
Y

番
窓
口
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
申

し
込
み
は
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
へく

わ
し
く
は
納
税
課
（
口
座
振

替
担
当
）
1
内
線
２
４
１
７
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
日

ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
が

減
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
一
け
が
や
病
気
で
障
が
い

の
状
態
に
な
っ
た
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
時
も
、
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
ま
せ

11
月
７
日
∑
か
ら
戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し
ま

す
。
現
在
、
和
紙
に
記
録
し
て
い
る
戸
籍
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
鷹
市
に
本
籍
が
あ
る
方

（
作
ら
れ
る
方
）の
戸
籍
の
作
成
、
証
明
書
の
発
行
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

e

市
民
課
1
内
線
２
３
３
１

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
し
ま
す

戸
籍
事
務

11
月
7
日（
月
）
か
ら

を
新しい戸籍の「全部事項証明」

（
見
本
）

現在 コンピューター導入後

名称
謄本 全部事項証明

・
（B4判横長） （Ａ4判縦長）

様式
抄本 個人事項証明

（B5判縦長） （Ａ4判縦長）
書式 文章縦書き 項目別横書き
用紙 上質紙 透かし入り偽造防止用紙
公印 朱肉印 黒色印（電子印）

戸籍証明書の新旧対照表

戸
籍
に
は
常
用
漢
字
な
ど
を

使
用
し
ま
す

戸
籍
の
氏
名
の
文
字
は
、
常
用

漢
字
・
人
名
用
漢
字
な
ど
の
漢
和

辞
典
に
載
っ
て
い
る
文
字
で
記
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
伴
い
、

文
字
の
表
記
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
方
に
は
、
す
で
に
郵
送
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
管
理
は

厳
格
に
行
い
ま
す

戸
籍
を
管
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
ほ
か
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
と
は
接
続
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
管
理
さ
れ
て

い
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

後
も
今
ま
で
と
同
様
に
個
人
情
報

は
保
護
さ
れ
ま
す
。

ん
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
状
況
の
確
認
や
納

付
書
の
発
行
依
頼
は
、
武
蔵
野
社

会
保
険
事
務
所
1
56
―
１
４
１

１
へ
。

経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
に
よ

り
、
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

e

市
民
課
1
内
線
２
３
９
４

水
道
料
金
納
入
通
知
書
の

用
語
を
見
直
し
ま
す

10
月
検
針
分
か
ら
お
送
り
す
る

書
面
の
言
葉
を
見
直
し
、「
納
入

通
知
書
」
を
「
請
求
書
」、「
納
付

書
」
を
「
支
払
書
」、「
納
期
限
」

を
「
支
払
期
限
」
と
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
表
現
に
改
め
ま
し
た
。

支
払
方
法
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
水
道
料
金
は
口
座
振
替
が
お
得

で
す

水
道
料
金
を
口
座
振
替
で

お
支
払
い
い
た
だ
く
と
、
納
入
通

知
書
で
の
支
払
い
よ
り
も
２
カ
月

で
105
円
（
税
込
み
）
お
得
に
な

り
ま
す
（
適
用
条
件
有
り
）。
こ

の
機
会
に
口
座
振
替
払
い
へ
の
変

更
を
お
勧
め
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
業
務
課
1
内
線

３
４
２
１
へ
。

三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
公
募

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金

の
負
担
割
合
な
ど
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す

る
「
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
」（
市
長
の
附
属
機
関
）
で
、

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
の
公

募
枠
（
２
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
20
歳
以
上
で
三

鷹
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
。
年
２
〜
６
回
程
度
（
第

１
回
目
は
12
月
の
予
定
）、
平
日

夜
間
１
〜
２
時
間
程
度
開
催
予

定
。
任
期
は
２
年
。

く
わ
し
く
は
「
広
報
み
た
か
」

11
月
６
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

e

保
険
課
1
内
線
２
３
８
６

（月）


